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退

職

者

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て

次
は退
職
者
会
の
出
番
と
行
こ
う

（会
報
第
２６
号
二
頁
～
五
頁
参
照
）

本
年
の
結
会
は
従
来
よ
り
約

一
週
間
遅
れ
た

が
　
こ
れ
は
、
横
浜
市
中
区
県
勤
労
会
館
の
建

告
出
席
に
伴
う
影
響
か
ら
、
横
浜
市
港
治
労
働

公
舶

ヘ
ーーー
込
が
殺
到
し
た
た
め
、
会
場
の
確
保

が
六
月
末
日
に
余
儀
無
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
第
九
同
定
判
迎
■

裕
会
は
、
六
月
二
十
八
日
ｍ
午
後
二
時
か
ら
前

記
会
鮒
四
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

刊
会
は
明
田
幹
事
が
当
た
り
、
公
負
総
数
五

人
四
れ
、
う
ち
、
出
席
者
五
九
名

（委
任
状
二

六
四
名
、
計
四
二
二
名
）
と
な
り
、
会
報
第
１２

条
に
よ
り
会
Ｈ
総
数
の
三
分
の

一
を
超
す
の
で

総
会
が
成
立
し
た
帝
、
青
十言
さ
れ
た
。

次
い
で
、
こ
こ

一
年
間
の
物
故
さ
れ
た
会
貞

凹
名
に
対
し

一
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

０
「代
表
幹
事
の
あ
い
さ
つ
」
か
ら

式
次
第
に
よ
り
、
先
ず
、
児
工
代
表
幹
事
が

挨
拶
に
た
ち
、
今
日
現
在
の
会
員
加
入
者
は
五

人
四
名
に
達
し
た
こ
と
を
報
告
、
漸
増
の
傾
向

に
あ
る
と
述
べ
る
と
共
に
、
今
年

一
月
末
に
設

立
さ
れ
た
神
奈
川
県
自
治
労
逆
退
職
者
会

（県

内
自
治
体
退
職
者
会
）
結
成
の
経
緯
と
意
義
役

割
に
つ
い
て
説
明
の
あ
と
今
話
題
に
な
っ
て
い

る
福
祉
川
柳
に
ふ
れ
　
個
人
で
も
、
団
体
で
も

使
命
感
の
大
切
さ
を
政
詞
さ
れ
た
。

（次
頁

へ
つ
づ
く

）

『加
入
の
お
す
す
め
、
と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、
規
約
　
入
会
中
込
者
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
触
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
五
奎
一〇

一
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
一
一
〓

こ
三

一
七
九

・
振
替
回
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
今
日
庄
番
号八
七
人

一
二
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
頂
金
田
圧
番
号
一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
日
庄横
浜
五
十
六

六
五
人
○

会
費
関
係

的
入

本ム
金

　

一
、
○
○
○
円

の
終
身
会
費
　
一
一〇
、
○
○
○
円

な
お
、
年
会
安
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
も
あ
り

ま
す
。

・
平
成

六
年
度
よ

り
会
費
改
訂

０
入

△
ム
金
　
な
し

０
終
身
会
費
　
一
一五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

０
年

〈
ム
費
　
一二
、
○
○
○
円

お
早
め
に
入
会
、
な
い
し
、
年
会

費
の
方
は
終
身
会
賛

へ
切
替
え
下
さ

い
。
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（前
頁
か
ら

つ
づ
く
）

０
「来
費
あ
い
さ
つ
」
か
ら

ま
ず
、
県
職
労
　
中
原
中
央
執
行
委
員
長
か

ら
祝
辞
と
激
励
が
あ
り
、
県
職
労
と
し
て
も
退

職
者
対
策
を
重
視
　
退
職
予
定
者
に
対
す
る
慰

労
敵
励
会
と
祝
品
を
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

旨
の
べ
ら
れ
た
。

次
に
、
横
浜
市
従
退
職
者
会
か
ら
、
会
長
姫

田
政
雄
氏
が
、
神
奈
川
県
自
治
労
逗
退
職
者
会

事
務
局
長
を
兼
ね
て
お
ら
れ
る
の
で
、
双
方
の

立
場
か
ら
、
相
互
協
力
、
連
帯
を
強
調
さ
れ
た
。

口

団

‐ 十

日

回

（
会

報

前

号

２

～

５

頁

参

照

）

議
事
に
移
る
に
先
立
ち
、議
長
選
出
に
移
り
、

万
場

一
致
で
荒
井
太
郎
氏
を
昨
年
に
引
続
き
議

長
に
選
出
。
議
事
に
入
っ
た
。

側

一
九
九
二
年

（平
成
四
年
）
度

経
過
報
告

和
回
事
務
局
次
長
か
ら
次
の
各
事
項
に
つ
い

て
朗
読
方
式
に
よ
り
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

０
執
行
体
制
の
概
況

‐ロー
全
労
済
関
係
業
務

内
「趣
味
の
会
」
の
増
加
と
充
実

０
当
会
員
の
入
会
状
況
と
加
入
へ
の
取
組
み

内
神
奈
川
県
自
治
労
連
退
職
者
会
の
設
立

い
そ
の
他

の

一
九
九
二
年

（平
成
四
年
）
度

収
支
決
算
報
告

同
じ
く
和
国
事
務
局
次
長
よ
り
収
支
決
算
書

に
も
と
づ
き
、
具
体
的
に
説
明
が
な
さ
れ
た
。

０

一
九
九
二
年

（平
成
四
年
）
度

監
査
報
告

上
野
監
査
か
ら
監
査
の
結
果
、
収
支
証
拠
書

類
、
預
金
通
帳
等
に
つ
い
て
妥
当
に
執
行
さ
れ

て
い
る
旨
説
明
が
な
さ
れ
た
。

以
上
０
０
０
に
つ
い
て

一
括
採
択
の
結
果
、

質
疑
も
な
く
、全
員
相
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

０

一
九
九
二

（平
成
五
年
）
度

活
動
方
針

（案
）

活
動
方
針
に
つ
い
て
は
、
青
木
事
務
局
長
が

議
案
に
沿
っ
て
左
の
項
目
順
に
説
明
さ
れ
た
。

０
執
行
体
制
の
充
実
と
役
員
発
掘

口
永
続
的
財
政
基
盤
の
確
立

内
「趣
味
の
会
」
の
充
実
と
拡
大
に
向
け
て

の
対
応

い
金
労
災
関
係
業
務
へ
の
対
応

内
会
報
発
行
の
恒
久
的
体
制
の
確
立

肉
そ
の
他

●

一
九
九
二
年

（平
成
四
年
）
度

収
支
予
算

（案
）

青
木
事
務
局
長
か
ら
議
案
に
記
載
の
収
支
予

算
書

（案
）
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
的
働
に
つ
い
て

一
括
採
決
が
行

わ
れ
た
が
、
質
疑
も
な
く
全
員
拍
手
を
も
っ
て

原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

０
会
則
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

青
木
事
務
局
長
か
ら
、
別
掲
の
会
則
の

一
部

一

変
更
に
つ
い
て
、
変
更
の
理
由
を
説
明
し
提
案

し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、　
一
代
議
員
か
ら
質
疑

が
あ
り
、採
決
の
上
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

０
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

児
工
代
表
幹
事
か
ら
、
開
か
れ
た
退
職
者
会

と
、
今
後
の
発
展
に
向
け
て
、
従
来
以
上
に
、

役
員
が
手
分
け
し
て
役
員
候
補
者
の
発
掘
に
努

め
た
結
果
、
執
行
部
と
し
て
の
役
員
候
補
者
名

簿
を
提
示
、
併
せ
て
、
本
日
出
席
者
か
ら
も
立

候
補
者
の
希
望
を
促
し
た
が
、
立
候
補
者
も
な

く
、
役
員
候
補
者
名
脅
の
と
お
り
、
採
決
さ
れ

た
。こ

こ
で
、
議
長
か
ら
、
十
分
間
休
憩
し
、
別

室
に
て
代
表
幹
事
以
下
、
各
役
員
ポ
ス
ト
の
選

考
に
移
り
、
児
王
代
表
か
ら
、
選
考
の
経
緯
と
、

関
係
退
職
者
会

へ
の
役
員
推
せ
ん
と
、
今
後
の

会
の
発
展
と
キ
メ
細
か
い
運
営
の
た
め
に
、
副

代
表
幹
事
と
、
事
務
局
次
長
の
ポ
ス
ト
を
左
記

の
と
お
り
増
加
し
た
こ
と
を
説
明
、採
決
の
上
、

全
員
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

記
　
　
　
（ア
イ
ウ
エ
オ
順
　
敬
称
略
）

役
職
名
　
　
　
氏
　
名
　
　
概
要
室
な
担
当

代

表

幹

事
　
児
玉
欣

一
郎

総
括
　
広
報

副
代
表
幹
事
　
阿
部
　
釈
子
　
婦
人

一
般

ク
　
　
　
川
村
　
貞
夫
　
壕
日
塩
追
税
者
会
長

″
　
　
　
鈴
木
志
げ
子
　
か
も
安
罰
代
垂
軍

″
　
　
　
生
方
武
羅
夫
　
企
画

″
　
　
　
加
藤
　
利
秋
　
渉
外
関
係

事

務

局

長

青
木

　

武

事
務
局
給
括

事
務
局
次
長
　
明
日
　
剛

一　
県
自
治
体
退
職
者
会

事
務
局
次
長
　
和
国
　
武
雄
　
庶
務
全
被

″
　
　
　
小
野
ふ
で
子
　
全
労
済
及
び
経
理

幹

　

　

事
　
串
日
　
　
洋
　
健
康
ウ
ォ
ー
ク
部
会

ク
　
　
　
新
川
　
な旦
満

　
　
　
ク

″
　
　
　
木
村
　
武
子
　
調
査

ク
　
　
　
ロ
本
　
義
明
　
広
報
編
集

″
　
　
　
松
村
　
　
邦
　
医
療

″　
　
　
柳
沢
　
佐
明
　
郁
翻
紛
針
陶
チ

酵
【　
　
　
事
　
上
野
多
恵
子
　
保
健
（料
理
数
喜

″
　
　
　
船
橋
ま
さ
子
　
趣
味

（俳
句
）

こ
の
あ
と
、
代
表
幹
事
か
ら
、
出
席
役
員
、

一
人
、　
一
人
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

こ
こ
で
議
長
降
壇
、
司
会
の
明
田
幹
事
か
ら

総
会
運
営
に
対
す
る
協
力
に
感
謝
し
、
開
会
の

こ
と
ば
を
、
鈴
木
副
代
表
幹
事
に
よ
っ
て
締
め

く
く
り
の
閉
会
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、
無
事

閉
会
し
た
。

引
続
い
て
怒
親
会
会
員
四
九
名
が
参
集
し
会

場
を
農
協
会
館
地
下
食
堂
に
移
し
、
集
し
い
懇

親
交
流
が
行
わ
れ
た
。
会
場
は
会
員
に
よ
っ
て

商
席
の
盛
況
を
極
め
た
。
料
理
を
は
さ
ん
で
五

〇
名
の
会
員
が
、荒
井
太
郎
氏
の
乾
杯
の
あ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
し
、
楽
し
い
一
日
の
締
め

く
く
り
と
な
っ
た
。
こ
の
日
は
偶
然
と
も
い
え

（次
貫

へ
つ
づ
く
）
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（前
買
か
ら
つ
づ
く
）

る
梅
雨
季
節
の
中
で
の
久
し
振
り
の
快
晴
に
恵

ま
れ
た

一
日
で
も
あ

っ
た
。

○
会
則
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

今
回
給
会
に
提
案
承
認
を
得
た
条
項
は
次
の

と
お
り

（会
員
の
資
格
）

あ
っ
た
も
の
で
退
職
し
た
者
と
す
る
。

な
お
、
本
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
配

偶
者
が
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
も
の

に
対
し
て
は
、
幹
事
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の

と
す
る
。

（改
正
理
由
）

一
械
戦
貝
の
過
半
数
が
退
職
時
に
管
理
職
と

な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
企
業
庁
　
教
育
庁
関
係

者
も
加
入
希
単
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、

大
局
的
に
は
、
開
か
れ
た
退
職
者
会
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
た
め
。

（会
員
及
び
会
費
）

第
６
条
　
ム
〓
貞
は
所
定
の
入
会
申
し
込
み
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

）

口
代

表

幹

事
　
　
一
名

０
副
代
表
幹
事
　
　
一
一名

働
事

務

局

長
　
　
一
名

（必
要
に
応
じ
事
務
局
次
長
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
）

い
幹
　
　
　
事
　
若
十
名

向
監
　
　
　
査
　
　
一
一名

な
お
、
こ
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

働
組
合
員
で
あ
っ
た
も
の
で
退
職
し
た
も
の
と

す
る
。
な
お
、
本
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ

の
配
偶
者
が
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

（注
）
退
職
時
非
組
合
員
で
あ
っ
て
も
可
。

（改
正
）

第
５
条
　
本
会
の
会
員
は
、

め
、
県
職
労
中
央
執
行
委
員
長
、
中
央
執
行

め
、
県
職
労
中
央
執
行
委
員
長
推
薦
の
、
中

委
員
若
千
名
を
幹
事
に
加
え
る
。

（改
正
）

第
８
条
０
副
代
表
幹
事
　
若
千
名

な
お
、
こ
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

第
５
条
　
本
会
の
会
員
は
、
神
奈
川
県
職
員
労

神
奈
川
県
職
員
で

入
会
金
は
、　
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
、
お
よ
び
年
会

費
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
、
終
身
会
費
二
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

円
と
す
る
。

（改
正
）

第
６
条
　
〈
万
員
は
、
所
定
の
入
会
申
し
込
み
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
費
は
、
年
会
費
三
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
ま
た
は
終

身
会
費
二
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
と
す
る
。

（改
正
理
由
）

会
の
発
足
以
来
約
九
年
間
に
話
物
価
も
値
上

が
り
し
、
会
費
も
実
質
的
に
赤
字
状
態
で
、
ま

た
明
年
に
は
郵
便
料
金
の
大
巾
値
上
げ
が
、
予

想
さ
れ
る
な
ど
の
情
況
に
か
ん
が
み
値
上
が
り

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。
但
し
他
の
退
職
者

会
費
よ
り
低
く
抑
え
る
こ
と
に
し
た
。

（役
員
）

第
８
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

昭
和
六
〇
年
二
月

一
五
日

昭
和
六
三
年
五
月

一
五
日

央
執
行
委
員

一
名
を
幹
事
に
加
え
る

（改
正
理
由
）

会
員
の
増
加
に
よ
る
業
務
の
多
岐
　
増
加
と

関
係
団
体
と
の
役
員
の
交
流
が
増
え
た
た
め
、

役
員
定
数
を
増
員
し
分
担
に
よ
る
役
割
に
よ
っ

て
今
後
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
。

（附
則
）

こ
の
会
則
は
、

平
成
二
年
六
月

一
日

一
部
改
正

（第
五
条

（注
）
挿
入
）

平
成
五
年
六
月
二
八
日

但
し
、
第
六
条

（会
費
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
六
年
度
か
ら
と
す
る
。

驚|

一
部
改
正

（会
名
変
更
）

一
部
改
正

（案
）
父
”回
改
正
）

懇親会は会場満席の盛況

□

盟

凹

日

一

日

か
ら

高
齢
者
の
再
雇
用

い
ま
世
界
で
高
齢
者
の
再
雇
用
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
だ
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
米
国
事
情
を
み
て
き
た

一
橋
大

学
助
教
授
の
高
田

一
夫
さ
ん
が
面
白
い
報
告
を

さ
れ
て
い
る
（高
齢
者
雇
用
開
発
協
会
発
行
「
エ

ル
ダ
ー
」
誌
）
▼
米
国
の
ホ
テ
ル
チ
エ
ー
ン
、

デ
ィ
ズ
　
イ
ン
が
五
年
前
か
ら
、
予
約
セ
ン
タ

ー
に
高
齢
者
を
配
属
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
二
十

四
時
間
勤
務
で
若
者
が
や
り
た
が
ら
な
い
。
や

む
な
く
、お
年
寄
り
を
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

こ
れ
が
意
外
や
意
外
、
ま
ず
、
ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
る
速
度
が
若
者
と
全
く
変
わ

ら
な
い
。
次
に
定
着
率
が
高
い
。
欠
勤
率
は
低

い
。
そ
し
て
、
予
約
成
立
の
率
は
高
齢
者
の
方

が
高
い
▼
た
だ
し
、
申
込
各
と
の
電
話
は
高
齢

者
が

一
通
話
平
均
三

十
八
秒
な
の
に
、
若
者
の

方
は

一
九
二
秒
。
そ
れ
だ
け
ヨ
ス
ト
が
高
く
つ

く
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ
け
丁
挙
に
お
客
と
対
応

し
て
い
る
か
ら
、
予
約
成
立
も
よ
く
な
る
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
も
勤
続
四
年
目
に
な
る
と
、
老

一

七
七
秒
、
若

一
六
九
秒
と
、
老
若
差
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
、
高
齢
者
の
良
さ
だ
け
が
光
る
よ

う
に
な
る
▼
米
国
で
は
言
葉
遣
い
、
物
腰
、
判

断
力
な
ど
か
ら
、
接
客
業
で
、
お
年
寄
り
の
良

さ
再
発
見
の
風
潮
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
ら
し

い
。
マ
ジ
メ
、
丁
寧
、
定
着
―
と
い
う
年
輪
で

味
つ
け
ら
れ
た
特
質
が
、
〓
一次
産
業
の
な
か
で
、

い
ぶ
し
銀
の
光
を
み
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
▼
日
本
も
ご
く

一
部
に
そ
の
動
き
が

あ
る
が
、
ま
だ
、
職
場
で
の
肩
書
に
こ
だ
わ
り
、

そ
の
人
の
も
つ
経
験
、
キ
ャ
リ
ア
を
中
心
に
考

え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
。
も
っ
と
風
通

し
を
良
く
す
れ
ば
、
日
本
の
高
齢
者
も
光
っ
て

く
る
と
思
う
の
だ
が
。
　
　
　
（神
奈
川
新
聞
）
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六
月
以
降
実
施
さ
れ
た
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
歴
史
教
室

（第
十
四
回
）

と
　
き
　
七
月
二
十
三
日
ω
ｌ３
時
３０

分
～
１５
時
３。
分

と
こ
ろ
　
横
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ

テ
ー
マ
　
江
の
島
と
そ
の
周
辺
の
史

跡
を
訪
ね
て

参
加
者
　
一二
十
八
名

回
を
重
ね
る
毎
に
入
会
者
、
参
加
者

増
加
し
主
催
者
は
嬉
し
い
悲
鳴
を
挙
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
歴
史
散
歩
の
会

（第
八
回
Ｘ
現
地
）

と
　
き
　
十
月
二
十
二
日
ω

と
こ
ろ
　
江
の
島
と
そ
の
周
辺
の
史

跡
め
ぐ
り

コ
ー
ス
　
江
の
島
神
社
　
江
の
島
岩

屋
な
ど
江
の
島
名
所

・
史

（各
部
会
入
会
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
事
務
局
ま
で
）

跡

・
竜
口
寺

・
常
立
寺
な

ど
（午
前
十
時
　
江
ノ
電
、

江
ノ
島
駅
集
合
）

○
歴
史
教
室

（第
十
五
回
）

と
　
き
　
十

一
月
二
十
四
日
的

と
こ
ろ
　
横
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー

（桜
木
町
駅
前
）

テ
ー
マ
　
東
海
道
平
塚
宿
周
辺
の
史

跡
を
訪
ね
て

特
別
講
師
　
荒
井
　
太
郎
氏

信州八ツ岳ツアーの昼と夜
(上)霧 ケ峰高原 (下 )夕 食のひととき

（第
四
回
）

信
州
新
緑
の
人
ケ
岳

・
霧
ケ
峰
高

原
事
科
中
央
ツ
ア
ー

と
　
き
　
七
月

一
〇
日
ω
～
十

一
日

０
　
一
泊
二
側

参
加
者
　
十

一
名

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
も
固
定

さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
今
後
は
増
加

ヘ

向
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
親
ぼ
く
と

生
甲
斐
に
は

「旅
は
道
連
れ
」
が

一
番

と
い
う
の
が
参
加
者
の
哲
学
の
よ
う
で

あ
る
。

ラ

（第
五
回
）

初
秋
の
石
和
温
泉
と
相
模
川
源
流

の
道
志
川
探
訪

と
　
き
　
九
月
二
十
七
日
ω
十
二
十

八
側

参
加
者
　
十
二
名

や
っ
と
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
終
り
、
初

秋
の
さ
わ
や
か
な
気
温
の
下
で
、
た
の

し
い
二
日
の
旅
を
行
な
っ
た
。

（第
七
回
）

年
忘
れ
下
日
温
泉

伊
豆
半
島
美
味
湯
遊

と
　
き
　
十
二
月
六
日
側
十
七
日
∞

旅
行
代
金
　
一
四
、
八
〇
〇
円

細
部
は
別
途
部
会
員
へ
連
絡
し
ま
す
。

（会
員
二
十
余
名
）

今
ま
で
の
行
事
で
の
参
加
者
の
要
望

や
、
反
省
を
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
予
定

な
ど
検
討
中
で
す
。

希
望
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（第

二
回
）

と
　
き
　
一ハ
月
二
十
六
日
ω
午
前
十

（次
貫
へ
つ
づ
く
）
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（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

時
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ

１
９
階

（料
理
研
修
室
）

講
　
師
　
横
山
善
助
氏

（前
役
員
）

神
奈
川
県
集
回
給
食
調
理

師
会
副
会
長
、
兼
調
理
部

長
（元
長
浜
病
院
調
理
師
）

今
回
の
料
理
教
室
は
行
余
典
折
も
あ

り
、
と
く
に
講
師
に
は
横
山
善
助
氏
に

無
理
を
お
願
い
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

同
氏
は
、多
忙
な
身
乍
ら
、他
の
要
件
に

都
合
つ
け
て
無
理
し
て
出
席
し
て
く
だ

さ
っ
た
。改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

横
山
先
生
の
指
導
を
受
け
る
研
修
生

一

さ
て
、
当
日
定
員
十
五
名
を
上
廻
る

十
人
名
が
参
加
、
料
理
は
フ
ラ
ン
ン
ス

料
理
を
中
心
と
し
た
四
点
セ
ッ
ト

（的

ナ
ス
と
鶏
肉
の
辛
み
い
た
め
の
シ
ー
フ

ー
ド

（エ
ス
ニ
ッ
ク
）
サ
ラ
ダ
０
ロ
ー

ル
ド
ビ

ー

フ
、

シ

ヤ
ン
ビ

ニ
オ

ン
ソ
ー

ス
的
帆
立
御
飯
）
今
回
は
と
く
に
、
講

師
指
導
に
よ
る
、
内
、
各
種
野
菜
に
対

す
る
包
丁
サ
バ
キ
、
味
の
ツ
ケ
方
、
な

ど
基
本
的
な
指
導
を
受
け
た
。

一
流
ホ
テ
ル
で
な
ら
、
日
玉
が
飛
び

出
す
程
取
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
、
仕
上

り
料
理
に
舌
づ
つ
み
つ
つ
、
壮
年
部
好

意
の
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
っ
て
、
久
し
振

り
に
料
理
に
満
喫
し
た
の
で
あ
る
。
（材

料
代

一
人
千
円
）

し
か
し
、
好
評
の
こ
の
料
理
教
室
も

い
ざ
、
開
講
と
な
る
と
様
々
な
制
約
が

つ
き
ま
と
う
の
で
、
他
の
退
職
者
会
の

料
理
教
室
と
の
連
携
も
含
め
て
、
よ
い

結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
再
検
討
す
る
必

要
が
生
じ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
料
理
教
室
で
、
教
わ
っ

た
の
を
機
に
朝
食
の
テ
ー
ズ
に
は
青
シ

ツ
の
奏
で
く
る
ん
で
食
べ
る
習
慣
を
身

に
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

試
食
の
席
上
、
栄
養
の
権
威
上
野
多

恵
子
さ
ん

（当
会
役
貝
）
か
ら
成
人
病

予
防
の
食
生
活
に
つ
い
て
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
。

）

「も
し
妻
に
何
か
あ
っ
た
ら

…
ど
。
子
供
が
巣
立
ち
夫
婦

二
人
の
生
活
に
な
っ
た
時
、
こ

ん
な
不
安
を
抱
く
人
は
多
い
。

そ
こ
で
、
せ
め
て
自
分
の
食
事

く
ら
い
作
れ
な
き
ゃ
と
最
近
、

高
齢
の
男
化
を
対
象
に
し
た
料

理
教
室
が
各
地
で
開
か
れ
て
い

る
。
包
丁
を
持

つ
手
、
味
つ
け
の

サ
ジ
加
減
も
ぎ
こ
ち
な
い
が
、

参
加
者
の
意
欲
は
高
く
途
中
で

や
め
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
う
。
「妻
の
苦
労
が
分
か
り
、

後
片
付
け
を
手
伝
う
よ
う
に
な

っ
た
」
「
献
立
を
考
え
た
り
手

先
を
使
う
の
で
老
化
防
止
に
も
役
立
つ
」
と
思

わ
ぬ
効
果
も
表
れ
て
い
る
。

東
京
　
Ｊ
Ｒ
五
反
田
駅
近
く
の
料
理
学
校
、

今
井
学
院
で
は
六
年
前
か
ら
六
十
歳
以
上
を
対

象
に
し
た
「
お
じ
い
さ
ん
の
料
理
教
室
」
を
開
講

し
て
い
る
。
月

一
回
の
授
業
で

三
年
間
の
コ
ー
ス
。
包
丁
の
持

ち
方
や
材
料
の
量
り
方
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
修
了
す
る
ま
で
に

約
八
十
種
類
の
和

洋

中
華
朴

理
を
習
う
。
平
均
年
齢
は
七
十

歳
前
後
、最
高
齢
は
九
十
二
歳
。

「妻
と
二
人
暮
ら
し
だ
が
、も

し
先
立
た
れ
た
時
の
食
生
活
を

考
え
る
と
不
安
に
な

っ
た

か
ら
」
と
話
す
Ａ
さ
ん
的

は

「
八
年
前
に
妻
を
亡
く

し
て
以
来
、
食
生
活
が
う

ま
く
い
か
な
く
な

っ
た
」

の
が
、
受
話
の
き

っ
か
け

レ
↑
い
つヽ
。

生
徒
の
中
に
は

「
定
年

後
の
生
き
が
い
を
」
と
い

う

″
ゆ
と
り
意
向
派
″
も

い
る
が
、
多
く
の
人
が

「
一
人
に
な
っ
た
場
合

ど
う
■
き
て
い
く
か
」
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。
そ
の
た
め
出
席
率
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％

「妻
の
料
理
の
話
題
で
会
話
が
は
ず
む
よ
う
に

な
っ
た
」
「実
際
に
家
で
作
っ
た
と
こ
ろ
　
孫

に
手
ば
れ
た
」
と
い
う
声
も
多
い
。

東
京
　
市
谷
の
江
上
料
理
学
院
で
も
同
様
の

授
業
を
ひ
ら
い
て
い
る
。

東
京
　
折
戸
川
区
が
区
内
行
住
の
六
十
五
歳

以
上
の
男
性
向
け
に
開
い
た
料
理
教
室
に
は
、

高い出席率

「妻
に
先
立
た
れ
た
ら
…
」

最
年
長
八
十
二
歳
ま
で
の
四
十
六
人
が
参
加
、

う
ち
二
十
七
人
が
妻
と
二
人
暮
ら
し
だ
っ
た
。

こ
の
催
し
は
三
回
目
で
、
初
年
度
は
地
元
の
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
協
力
を
求
め
て
定
員
の
二
十

人
を
か
き
集
め
た
が
、
翌
年
か
ら
は
ロ
ヨ
ミ
で

評
判
が
伝
わ
っ
て
希
望
者
が
殺
到
。す
で
に
「来

年
の
日
程
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
百
件
近
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

（日
本
経
済
新
聞
）

老Tヒ防ぐ
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～

知
ら
な
い
と
損
を
す
る

～

表
に
み
る
年
金
情
報

Ｑ
ｌ毎
回
、
講
座
を
関
心
を
も

っ
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

最
近
、
公
的
年
金
の

一
元
化
が
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
各
種
年
全

に
は
ど
の
位
の
差
異
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
（
Ｌ

・
Ｓ
）

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
二
つ
の
表
を
み
て
、
単
純
比
較

し
て
み
れ
ば
、
地
方
共
済
年
金
が
有
利

と
み
ら
れ
ま
す
。　
一
元
化
は
低
い
年
金

の
方

へ
移
行
す
る
前
提
と
み
る
べ
く
、

Ｑ
２毎
年

一
回
の
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
は
有
難
い
と
思
い
ま
す
が
、ま
た
、

僅
か
、　
一
％
と
か
、
二
％
と
か
聞
き
ま
す
と
、
反
面
、
弱
者
の
立
場
な
の

か
、
情
無
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
一
般
現
役
の
方
や
、
恩
給
受
給

者
に
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
差
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
（
Ｍ
　
Ｓ
）

（お
答
え
）

各
種
公
的
年
金
に
は
確
か
に
差
果
が

あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
に
は
成

立
過
程
や
、制
度
、
さ
ら
に
対
金
な
ど
果

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、同

一
条
件
で
い
ち

が
い
に
論
ず
る
の
は
処
理
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
そ
れ
と
し
て
、
今
回
は
、

中
央
社
会
保
障
制
度
審
議
会
数
型
部
会

に
提
出
さ
れ
た
表
か
ら
参
考
と
な
る
も

の
を
二
十
三
掲
示
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

（お
答
え
）

あ
な
た
の
心
情
は
多
く
の
年
金
受
給

者
を
代
表
し
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
現
職
の
方
々
が
俸
給
の

中
か
ら
毎
月
高
い
掛
金
を
支
払
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
考
え
ま
す
と
、
複
雑
な
気

持
に
な
り
ま
す
。
全
額
国
庫
か
ら
支
弁

（八
頁
へ
つ
づ
く
）

成 4年 4月 1日 以降のものである。

ま
た
各
種
公
的
年
金
の
財
政
状
況

（積

立
金
な
ど
）
の
比
較
も
無
視
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
解

説
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(平成 3年 3月末現在)

保 険 料 率
(標準報酬ベ ース)
(平成 4年 1月現在)

支給開始年齢
(平成 4年度)

男 子  1 4 5

女 子  1 4 3

絡
内
昌 1崎
ぉ

%

男 子 60歳

女 子   57歳
(11年迄に60歳)

総
内
:冒1 55歳

15 2

19 09

14 02

17 07

14 08

11 8

1 6  3

5 9歳

(7年迄に60歳)

自衛官  57歳
(7年迄に60歳)

60歳
日本鉄道
日本たばこ産業

警察官等 57歳
(11年迄に60歳)

(平成 3年 3月 末現在)

教 職  員

（
日

業

員

合

漁

戦

組

林

体

済

農

団

共

国 民 年 金 合   計

人万

１２

３

６

■

２

一

人万
２０
１‐
５
碑
４

一

万人

1 233

869

216

117

31

万人

2 587

11561

553

154

318

0 6

1 121

973

17

131

億 円

2 578

2 208

53

317

億円

44 804

33 127

9 034

1 207

億 円

216 398

178,996

12,443

24,836

123

万円

1 8 0

万円

1 4 6

27 5

年

26 5

23 5

円万

う・８

年

31 7
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(第一表)      公 的 年 金 制 度 一 覧

○被用者年金制度

(注)1 共 済組合の老齢 (退職)年 金受給権者数及び平均年金月額には減額退職年金に係る分を含む。
2 保 険料率は、標準報酬ベースの本人負担分の2倍 としている。
3 共 済組合の支給開始年齢は平成4年 7月 1日以降のものである。ただし警察官等については平

(第二表)       給 付状況および被保険者状況

○結付状況

厚 生年 金
国 家 公 務 員 等 共 済 組 合 地方公務員

共済 担 合連 合  会 日本 鉄 道 日本電信電話 日本たばこ

受

給

権

者

数

計

老齢 退 年相当

通老 通 退相当

障害年金

遺族年金

その他

万人

1.052

476

317

33

226

人万

６６

５０

，

ｐ

ｌ４

∝

１

０
　
　
は

万 人

11

0 5

万 人

14

1 1

1

1

2

万人

3

3

0 02

0 02

0 6

人万

４‐

０４

７

３

２７

年

金

縮

額

計

老齢給付

障害捨付

遠族給付

その他

億円

110.826

91,497

2.605

16,724

億円

13、238

111423

162

1,642

10

円億

１０

５０

５２

９６

・２

Ｌや
　
・一　　
　　
、■
　
・・

億円

2 868

21559

19

291

億 円 億円

29,918

26,158

499

31261

老齢 退 職

年金受給権者

(老齢相当

退年相当)

平均年金月額
万円

14 6

万円

189

万円

17 5

万円

19 2

万円

17 6

万円

20 5

平均加入期田
26 9 33 3 348

加入期間20年

以上の

新規裁定男子

受給権者

平均年金月額
万円

1 9 2

万円

20 8

万円

11 0

万円

1 9 6

万円

18 6

万円

22 5

平均加入期間
37 2 37 3

区 分
適用者数
①

老齢 (退職)年 金
受給権者数
②

成 熟  度

8
老齢 (退職)年 金
平均年金月額

険
的
保
含を

金

険年報
生
い

厚
万人
3,100

万 人 % 万 円

14 6

共 済 組 合 計 578 192

国
家
公
務
貝
等

共
済
組
合

連 △
ロ 会

日 本 鉄 道

日 本 電 信 電 話

日 本 た ば こ 産 業

３

　

０

　

８

　

２

50

34

11

3

44 3

173 8

40 1

104 1

18 9

17 5

19 2

17 6

地 方 公 務 員 共 済 組 合 104

私立学校教 職員共済組合 3 7 8

農林漁業団体職員共済組合 22 5 146

合 計 3,678 18 8
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「味
」
と

「業
」
を
生
か
す
か
ら
、
「食

事
」
も

「食
治
」
と
な
る
の
で
す
。
さ
て
、

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る

「食
治
料
理
」
の

代
表
は
、
―――
イ
モ
で
し
ょ
う
。

す
り
お
ろ
し
て
み
そ
汁
で
仲
ば
せ
ば
ト

ロ
ロ
汁
に
な
り
、
細
切
り
に
し
て
株
油
と

も
み
の
り
を
か
け
て
食
べ
て
も
、
食
治
の

目
的
は
立
派
に
来
た
せ
ま
す
。

者
小た
り
脱
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
ら
、
山

イ
モ
に
含
ま
れ
て
い
る
米
養
や
業
効
が
、

九
ご
と
と
れ
る
の
で
す
。
山
の
ウ
ナ
ギ
と

い
わ
れ
る
位
、
昔
か
ら
成
労
や
精
力
減
退

海
藻
が
な
ぜ
、
一〕れ
ほ
ど
日
本
人
の
味
覚

を
と
ら
え
た
の
か
と
い
い
ま
す
と
、色
、香
り
、

健
康
さ
を
重
視
す
る
「和
食
」
の
特
徴
に
ぴ

っ
た
り
だ
っ
た
か
ら
に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。

「わ
か
め
汁
」
で
長
生
き
し
よ
う

全
労
済

「労
済
だ
よ
り
」
か
ら

山
イ
モ
は

「山
」
の

「薬
」

生
命
力
を
強
化
す
る

「山
イ
モ
」

な
ど
の
解
消
に
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
現
代
人
に
急
増
中
の
高
血
圧

を
安
定
さ
せ
る
上
で
効
果
の
高
い
カ
リ
ウ

ム
が
た
っ
ぶ
り
。
と
り
過
ぎ
た
塩
分
の
■

を
防
ぐ
上
で
も
、
役
に
立
つ
成
分
で
す
。

山
イ
モ
を
食
べ
る
と
、
腎
虚
の
改
善
、
す

な
わ
ち
体
力
強
化
が
期
待
で
き
る
の
で

す
。
最
近
で
は
、
粘
尿
病
を
予
防
す
る
成

分
も
発
見
さ
れ
、
長
寿
食
と
し
て
注
目
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。
■
業
で
は
、
乾
燥
し

た
山
イ
モ
を

「山
菜
」
と
呼
び
ま
す
が
、

ま
さ
に
―――
の

″業
″
な
の
で
す
。

ヮ
カ
メ
汁
を
と
る
と
、
気
持
ち
が
落
ち

つ
い
て
、
心
が
な
ご
ん
で
く
る
の
も
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
作
用
の
た
め
で
、
カ
ル
シ
ウ

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

な
谷
単
純
な
料
理
ほ
ど

体
に
い
い

「食
事
は
」
、
「食
治
」
と

知
る
べ
き
で
し
よ
う

（六
頁
か
ら
つ
づ
く
）

さ
れ
る
恩
給
が
高
い
の
に
は
反
揆
さ
れ

る
方
々
が
多

い
の
も
事
実
で
、
こ
れ
は

こ
の
思
給
団
体
が
強
い
政
治
力
を
持

っ

て
い
る
の
が
主
因
で
す
。
こ
れ
に
比
べ

る
と
、
私
た
ち
退
職
者
会
は
全
国
的
に

み
て
も
対
象
者
の
僅
か

二
割
弱
し
か
組
織
化
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
現

実
も
厳
し
く
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。今

回
は
手
持
の
資
料

で
、
提
示
し
ま
す
の
で

ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
現
在
の
物
価

ス
ラ
イ
ド
を
廃
止
し
、

可
処
分
所
得
ス
ラ
イ
ド

制
を
導
入
す
る
動
き
が
、

政
府
や
中
央
審
議
会
で

始
ま

っ
て
い
ま
す
。
可

処
分
所
得
ス
ラ
イ
ド
制

と
は
、
現
役
世
代
の
可

処
分
所
得

（手
取
り
）

の
５０
％
と
か
６０
％
に
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
低
く

抑
え
ら
れ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
年
金
支
給
額
は

現
役
世
代
の
平
均
月
収

（税
込
）
の
六
人
％
程

度
と
し
て
い
ま
す
。

（文
責
　
児
玉
）

年金と恩給の改定率の格差(第二表)

十D l  恩 給 衛 の ス ラ イ ドは、1 9 7 3年度 - 7 5年 度 は公務 員給与改定車 に準 じた一律ヴ き上 げ方式 、
7 6年度 - 8 6年 度 は定額 十定車方式 、8 7年度以 降 は物価上 昇率力対氏いな どの理 由で一告 引 き
上 げ方式 を とってい る。
2 人 事 院勘告 引 き上 げ手 の35年 度 (年平均 43%を とる)-89年 度 の単純 lJE算-135 4 %

なお 、厚 生  共 済年金の ス ライ ド、92(平 4)33 %、 93(平 5)16 %

0年 全 恩 給のスライド比較

年   度
'早生  来 汚 午 金
こ々  々■ 斗 て (%| 改  定  十  %)

思 I有 綱 山

弥

物
４
者費

軍

出

ト

人 事 院 勧 告
イi十一)'|」こげ :■(%)

85
(B召60)

34 〕 5
5 74(7月 )
(年平 均  4 二う

86
(8召61 財政再 計算 0 6 2 31

87

(B召62)
0 6 2  0 0 1 1 47

88

(口召63)
0  1 1 25 1 7 2 35

８
平

財政 再計 算 2 02 2  3 3 1 1

9 0
て] r 2 )

2  3 2 98 3 1 3 85

91
〈T 3 )

3 1 3 72
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（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

ム
が
不
足
す
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

怒
り
っ
ぼ
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ヮ
カ
メ
に
多
い
ヨ
ー
ド
は
、
ミ
不ヽ
ラ
ル

の

一
種
で
、
欠
乏
す
る
と
、
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
の
生
成
能
力
が
低
下
し
、
バ
セ
ド
ウ

氏
病
な
ど
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
細
抱
の
代
謝
能
力

が
鈍
く
な
っ
て
、
体
に
必
要
な
物
質
を
満

足
に
合
成
で
き
な
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
出
て
き
た
り
し
ま
す
。

ヮ
カ
メ
に
は
、
ア
ル
ギ
ン
酸
と
い
う
セ

ン
イ
質
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ワ
カ
メ
汁
を
と
り
ま
す
と
、

ア
ル
ギ
ン
酸
な
ど
の
セ
ン
イ
質
に
よ
っ
て

腸
壁
が
刺
激
さ
れ
、
便
通
が
よ
く
な
り
ま

す
か
ら
、
便
秘
も
解
消
さ
れ
て
、
大
腸
ガ

ン
の
発
生
が
予
防
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

宿
便
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
害
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。ヽ

ア
ル
ギ
ン
酸
は
、
腸
内
で
余
分
な
ナ
ト

さ

卿ゆ悔いすっ狂伽執め皮輔喘丸ヤカヽ、琳ヽ
対

血
圧
の
安
定
に
も
役
立
つ
わ
け
で
す
。
　
　
た

… 癌

ご相談は調剤業局で、保険扱漠方医をお

輸 じ ,

単土岩芯観
(幼能)

みをおうなつかえときにm8止
がおり■偵本HEB,■ って=便 ,
おヒ的 めるものり40B

8 ■ やけ おfttRけ ,S神 電

ヨクイエンコンク
く動懐,

度8の舟れ ,メ′ヽ夕 t 区ヽ Pj●.

葛根溺
く動確)

■こ9 8内 ■ ●8=

(助健〕

Eftやすくて 四氏かおえやすく
,■■りまたは,Hて ときに口君"
ある左の日E J人 のかす〕日 “
配  6く ).

八昧地黄丸
て功色)

aとに口く日,で ,年似H ま たと
こ白この何80あ るも0.

unltヵ ,ぁりときにRB有
Hこリ ロロ め,tヽのほせて呈清
えなどt好える宏OBE 月 に■
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
編
集
し
て
み
る

と
、
老
人
福
祉
の
行
手
は
、
ま
る
で
底

な
き
沼
に
足
を
踏
み
込
ん
だ
感
が
す

る
。
そ
し
て
政
治
家
が
、
自
治
体
首
長

が
叫
ぶ
福
祉
も
真
心
な
き
形
式
的
な
人

気
取
り
の
感
が
し
て
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
そ
れ
と
し
て
今
回
は
最
近

の
話
題
、
情
報
を
提
供
し
て
ご

一
緒
に

考
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

と
思
う
。
と
に
か
く
以
下
、
「天
声
人
語
」

と
読
者
の

「声
」
投
書
欄
を
掲
載
す
る
の

で
、
会
員
各
位
の
感
想
を
伺
い
た
い
。

人
事
異
動
も
単
な
る
タ
ラ
イ
廻
し
で
な

く
、
使
命
感
の
あ
る
人
達
を
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
川
柳
を
掲
載
し
た
福
祉
任

意
団
体
は
、
批
判
を
受
け
、
お
詫
広
告
を

し
て
機
関
誌
を

一
時
体
刊
に
し
た
と
い

「ヽ″。
に
は

「
ま
ず
驚
き
、
次
に
腹
が
立
ち
、
そ
し

て
何
と
も
い
え
ぬ
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
私
が
驚
い
た
の
は
、

そ
ん
な
こ
と
で
は
な
い
。

理
念
に
基
づ
く
実
践
活
動
を
支
援
し
、
啓

表

（け
い
も
う
）
し
て
き
た
公
的
扶
助
の
専

「第

一
回
福
祉
川
柳
大
賀
」

に
は
驚
い
た
。
い
く
つ
か
の
「
川

柳
」
を
読
ん
で
、
ま
ず
驚
き
、

次
に
腹
が
立
ち
、
そ
し
て
何
と

も
い
え
ぬ
悲
し
い
気
持
ち
に
な

っ
た
。
こ
れ
が
川
柳
か
、
と
本

物
の
川
柳
だ
っ
て
怒
る
だ
ろ
う
▼
そ
う
、
こ

れ
は
川
柳
で
は
な
い
。
五
七
五
で
、
悪
口
を

言
い
、
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
た
も
の
だ
。
「枚

急
車
自
分
で
呼
べ
よ
、
ば
か
や
ろ
う
」
「金

が
な
い
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
、
≡≡
」く
ん
な
」
。

句
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
た
ち
だ
。
各
自
治
体
の
福
祉
事
務
所
に
所

属
し
、
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
を
持
つ
▼
彼

ら
は
生
活
保
護
受
給
者
の
相
談
相
手
で
あ

る
。
受
給
者
に
は
障
害
者
も
い
る
。
母
子
家

庭
も
多
い
。
そ
の
人
々
は
、
こ
う
い
う
句
を

ど
う
聞
く
だ
ろ
う
。
「き
こ
え
る
よ
、
そ
ん

な
に
そ
ば
に
こ
な
く
て
も
」
「
母
子
家
庭
見

知
ら
ぬ
男
が
留
守
番
す
」
▼
「
ケ
ー
ス
の
死
、

実
い
と
ば
し
て
後
始
末
」
と
い
う
句
も
あ
る
。

ケ
ー
ス
は
受
給
者
の
こ
と
だ
。
「訪
問
日
ケ
ー

ス
元
気
で
留
守
が
い
い
」
が
大
賞
の
第

一
位

門
誌
が
、
従
前
は
無
視
し
た
で
あ
ろ
う
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
本
音
を
、
か
く
も
直
裁
（ち
ょ

く
せ
つ
）
に
、
堂
々
と
掲
載
し
た
と
い
う
変

わ
り
よ
う
に
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
十
年
間
も
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
私
に
は
、
腹
立

ち
や
悲
し
い
気
持
ち
は
あ
ま
り
わ
か
な
い
。

ワ
ー
カ
ー
の
か
な
り
の
層
が

「
早
く
ほ
か
の

で
あ
る
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
た
ち
の
機
関
誌

「公
的
扶
助
研
究
』
に
載
っ
て
い
る
▼
む
ろ

ん
、
仕
事
の
大
変
さ
を
推
察
さ
せ
る
句
も
あ

る
。
「
ゆ
く
た
び
に
お
な
じ
は
な
し
に
う
な

づ
い
て
」
「
死
ん
で
や
る
わ
か
っ
て
い
て
も

と
ん
で
行
き
」
「
暗
く
て
は
や
っ
て
ら
れ
な

い
こ
の
仕
事
」
。
で
も

「親
身
面
本
気
じ
ゃ

あ
た
し
ゃ
身
が
も
た
ね
ぇ
」
と
言
わ
れ
る
と
、

何
と
も
索
然
と
し
て
、
暗
い
気
分
に
な
る
▼

障
害
者
団
体
な
ど
二
十
の
団
体
が
発
行
元
に

抗
議
し
た
。
抗
議
し
た
人
は
、
仕
事
上
の
緊

張
や
不
満
を
解
消
し
た
か
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
と
言
い
な
が
ら

「良
心
的
な
人
た
ち
だ

と
信
じ
て
い
た
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
、
実
は

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
は
シ
ョ
ッ

ク
」
だ
と
告
白
し
て
い
る
▼
本
音
を
言
う
か

言
わ
な
い
か
、
そ
れ
だ
け
の
問
題
だ
と
考
え

る
人
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
い

や
な
仕
事
だ
と
思
い
な
が
ら
福
祉
の
事
業
に

携
わ
っ
て
い
る
人
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
良
心
的
に
相
談
に
乗
り
た
い
と
考
え
る

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
受
給
者
の
間
に
、
不
信

感
の
壁
が
で
き
る
。
不
幸
な
こ
と
だ
。

部
署
に
移
り
た
い
」
と
考
え
、
常
識
が
ま
っ

た
く
通
じ
な
い
一
部
の
保
護
受
給
者
に

「憎

悪
の
念
」
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
の
は
歴
然

た
る
事
実
だ
か
ら
だ
。さ
し
も
の
専
門
誌
も
、

つ
い
に
そ
の
事
実
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た

と
い
う
だ
け
の
話
で
は
な
い
の
か
。

悲
し
く
思
う
の
は
、
こ
の
種
の

「事
件
」

が
起
き
る
と
即
座
に
、
建
前
論
に
よ
っ
て
本

固
円
闇
皿
　
「福
祉
川
椋
」
の
波
紋

去
る
六
月
十
八
日
の
朝
日
新
聞
の
コ
ラ

ム
櫛
、
「天
声
人
語
」
に
紹
介
さ
れ
た
、
「第

一
回
福
祉
川
柳
大
賞
」
は
、全
国
的
に
様
々

な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る

読
者
の
投
書
を
み
る
と
、
総
じ
て
福
祉
関

係
機
関
の
方
々
は
、
開
き
直
っ
た
姿
勢
が

感
じ
て
な
ら
な
い
。

た
し
か
に
、
障
害
者
や
老
人
、
そ
し
て

貧
困
者
を
対
象
に
従
事
な
る
こ
と
は
大
変

な
こ
と
が
よ
く
分
か
る
が
、
私
が
感
ず
る

こ
と
は
弱
い
人
ほ
ど
思
い
や
り
の
使
命
感

絶
対
的
献
身
が
福
祉
支
え
る
か

栃
木
県
　
Ｎ

Ｍ

（福
祉
施
設
職
員
　
４８
歳
）

生
活
保
護
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
本
音
を
披
露
し
た

「川
柳
」
が

ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
っ
て
い
る
。
「天
声
人
語
」

～
佛
像

（立
派
な
施
設
）
作
っ
て
魂

（使
命
感
あ
る
職
員
）
入
ら
ず
か
？

弱
者
に
こ
そ
人
権
の
一
層
の
尊
重
を



O〕 第 27 号 神奈サ|1県職労退職者こだま会 1993年(平成 5年 )10月 1日

福
祉
の
仕
事
を
志
す
私
は
悩
む

小
平
市
　
Ｈ

Ｓ
子

（高
校
生
　
１７
歳
）

「第

一
回
福
祉
川
柳
大
賞
」
の
記
事
に
は

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
将
来
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

一
高
校
生
で
す
が
、
い
ま
、
苦
し
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
。

あ
ん
な
ふ
う
に
人
を
傷
つ
け
る
人
が
ワ
ー

カ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
同
時
に

こ
ん
な
に
大
変
な
仕
事
だ
っ
た
の
か
、
と
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

私
は

一
時
、
ワ
ー
カ
ー
に
な
ろ
う
か
と
考

え
、
自
分
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
と
悩
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
な
り
に
努
力
と
経
験

と
熱
意
が
あ
れ
ば
、
や
れ
る
、
や
り
が
い
の

福
祉
の
貧
困
を
露
呈
し
た
川
柳

横
浜
市
　
Ｋ

Ｋ
子

（主
婦
　
６６
歳
）

生
活
保
護
受
給
者
を
作
べ
つ
し
た
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の

「川
柳
」
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
私
も
も
ち
ろ
ん
不
快
に
思
っ
た
が
、

な
ぜ
か
、
そ
れ
を
詠
ん
だ
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

自
体
を
僧
む
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

「ざ
れ
句
」
な
れ
ば
こ
そ

一
層
本
心
を
明

ら
か
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
数
句

は
、
は
か
ら
ず
も
今
の
日
本
の
社
会
の
ゆ
が

み
や
、
抱
え
持
つ
病
根
を
、
白
日
の
下
に
さ

ら
け
出
す
役
目
を
呆
た
し
た
と
思
う
。

国
民
の
幸
福
な
ど
、
お
よ
そ
そ
っ
ち
の
け
、

私
共
が
払
う
税
金
や
膨
大
な
貿
易
黒
字
を

あ
る
仕
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い

直
し
て
再
び
目
指
す
こ
と
に
し
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
志
は
い
ま
、
音
痛
に
変
わ
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。

信
用
さ
れ
な
い
ワ
ー
カ
ー
に
は
な
り
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
今
度
の
件
で
生

活
保
護
受
給
者
が
ワ
ー
カ
ー
を
信
じ
ら
れ
な

く
な
っ
た
ら
と
、
気
が
か
り
で
す
。

ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
は
そ
ん
な
に
大
変
な
の

で
す
か
。
あ
ん
な
形
で
憂
さ
晴
ら
し
を
し
な

い
と
、
や
っ
て
い
け
な
い
ほ
ど
つ
ら
い
の
で

す
か
。
私
は
不
安
に
駆
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
こ
れ
だ
け
は
言
え
ま
す
。
つ
ら
さ

を
知
っ
て
ほ
し
い
の
な
ら
、
ほ
か
に
も
方
法

は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ど
、　
一
体
ど
こ
へ
消
え
て
し
ま
う
の
か
。
福

祉
な
ど
に
は
、
そ
れ
こ
そ
蚊
の
涙
ほ
ど
し
か

情
熱
も
金
も
と
ご
う
と
し
な
い
政
治
姿
勢
そ

の
も
の
が
、
福
祉
の
分
野
で
の
人
材
や
人
手

不
足
を
招
き
、
本
来
最
も
崇
高
な
仕
事
で
あ

る
は
ず
の
職
場
か
ら
、
下
品
な
罵
声

（ば
せ

い
）
を
発
せ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

私
自
身
も
老
人
介
護
の
経
験
を
通
じ
て
、

目
を
覆
う
ば
か
り
の
福
祉
行
政
の
貧
困
に
泣

い
た

一
人
だ
。
こ
の
問
題
を
機
に
、
国
民
こ
ぞ

っ
て
、
デ」
の
国
を
弱
者
に
や
さ
し
い
真
の
文
明

国
に
、
そ
し
て
福
祉
大
国
に
変
え
て
ゆ
く
努
力

を
し
よ
う
、
と
呼
び
か
け
た
い
思
い
で
あ
る
。

福
祉
は
、
お
上
か
ら
頂
く
も
の
で
は
な
く
、

国
民
が
当
然
受
け
る
べ
き
権
利
な
の
で
あ
る
。

福
祉
現
場
か
ら
「川
柳
」
見
れ
ば

柏
市
　
Ａ

Ｔ

（地
方
公
務
員
　
３７
歳
）

ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
っ
て
い
る

「
福
祉
川
柳

大
賞
」
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
の
現
場
で
働

い
て
い
る
も
の
と
し
て
率
直
な
意
見
を
述
べ

た
い
。
「
川
柳
」
の
内
容
や
そ
れ
が
川
柳
と

し
て
の
意
味
が
な
い
と
の
非
難
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
非
難
す
る
だ
け
で
は
、

問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
現

実
の
仕
事
の
在
り
方
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

人
の
心
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
だ
。

わ
た
し
た
ち
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
何

の
資
格
も
な
い
一
枚
事
務
職
で
、
た
ま
た
ま

福
社
の
仕
事
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
在

職
期
間
は
、
た
か
だ
か
四
、
五
年
ぐ
ら
い
の

も
の
だ
。

福
祉
と
聞
け
ば
、
美
し
い
も
の
と
連
想
さ

れ
る
が
、
生
活
保
護
の
場
合
、
精
神
的
に
も

体
力
的
に
も
担
当
者
に
か
か
る
負
担
は
相
当

な
も
の
で
あ
る
。
時
に
は
酒
を
飲
ん
だ
人
な

ど
か
ら
脅
迫
ま
が
い
な
こ
と
を
言
わ
れ
た

り
、
呆
力
を
振
る
わ
れ
そ
う
な
こ
と
も
あ
る
。

今
、
こ
の
仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
と

言
え
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。
自

治
体
の
職
場
で
は
、　
一
番
行
き
た
く
な
い
不

人
気
な
部
署
の

一
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
言
葉
が
問
題
な
の
で
は
な
く
て
、
福
祉

職
場
の
現
状
や
制
度
の
在
り
方
か
ら
問
題
を

と
ら
え
直
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

音
が
封
じ
込
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
抑
圧
さ

れ
た
本
音
が
陰
湿
に
反
発
す
る
と
い
う
悪
循

環
で
あ
る
。
「支
え
ら
れ
る
者
」
が
急
増
す

る
二
十

一
世
紀
。
数
少
な
い

「支
え
る
者
」

に
絶
対
的
な
献
身
を
要
求
し
、
そ
の
本
音
を

抑
圧
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
も
ろ
い
福
祉
論

で
は
な
か
ろ
う
か
。

「差
別
川
柳
」
に

悲
痛
な
訴
え
も

「生
活
保
護
者
を
あ
ざ
笑
う
川
柳
」
全
ハ
月

十
五
日
社
会
面
ト
ッ
プ
）
に
は
怒
り
の
電
話

が
十
三
件
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
関
連
職
員
の

任
意
団
体
が
機
関
誌
に
、
会
員
か
ら
募
っ
た

川
柳
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
半
数
以
上

が
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
気
持
ち
を
逆
な
で

す
る
も
の
で
し
た
。

「抗
議
し
た
い
か
ら
こ
の
団
体
の
電
話
番

号
を
教
え
て
ほ
し
い
」
に
交
じ
っ
て
、
都
内

港
区
と
葛
飾
区
の
お
ば
あ
さ
ん
は

「私
も
川

柳
と
同
じ
よ
う
な
仕
打
ち
を
受
け
た
」
「新

聞
で
も
っ
と
追
及
し
て
下
さ
い
」
な
ど
い
た

た
ま
れ
な
い
心
情
を
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
し
て
い
る
若
者
は

「世
間
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

一
生
懸
命
に

な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
ん
な

″仲
間
″
が
い

た
と
は
情
け
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
意
気
も
そ

が
れ
て
し
ま
う
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。
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「退職者こだま会」厚生ニュース

全労済の魅力、ここが得
●テレビのコマーシャルでも知ら

れている全労済 (全国労働者共

済生活協同組合連合会)は 全国

47都道府県にネットヮークをも

つ生協組織です。

●現在、組合員数1,150万人、契

約高190兆円にも及ぶ民間巨大

生損保会社に匹敵する規模で

す。厚生省管轄の 「消費者協同

組合法Jに よって助け合いの理

合に基づいて非営利に運営され

ています。

●民間の生命保険と損保保険の両

分野にまた力Sる共済事業を行っ

ています。創立以来約30年の実

績があり経営基盤も安定。

●団体加入を中心とし、労組や退

職者会などが事務を引受けてい

ますので、民間より代理店、外

務員の事務経費などの経費分だ

け挙卜金が安くなるのです。

●掛金等は民間に比べて、平均 2

割程度安くなっています。

●民間ですと時価計算 (評価)し

ますので古い建物の場合は元ど

おりの建物は建てられないとい

う場合が多いのです。

『君丹島
午
活

1特
集号参
司

(お知らせ)

火災共済に交通災害共済をセットした 「クローバー共済」

ができました。

(参考)火 災共済掛金比較表   (退 職者こだま会事務局調)

種 類 家財100万円対する普通保障年雑卜金

全  労  済
木造、木造モルタル  鉄 筋コンクリート
700円          400円

県 民 共 済
木造     鉄 骨～ヨンクリート造
1300円          400～ 700円

市 民 共 済
木造      簡 易～耐火構造
1.100円       500～ 1000円

民 間 損 保
木造    耐 火構造、コンクリート造

li350～1600円       450～ 800円

火災共済は再取得価格で共済金が支払われる。
●火災共済は掛金が安いだけでな

く大きなメリットがあります。

再取得価格保障で損害にあった

とき、住宅や家財と同じものを

新たに購入、または1多復できる

標準的な価格 (再取得価格)で

保障してくれる点です。


